
株式会社フィッシュパスとの協働による「環境ＤＮＡ分析
技術を活用したネイチャーポジティブ地域実証」の取組内容

１．調べる
市内の川の「水」を汲ん
で調べるだけで、周辺に
どんな生き物がいるかが
リスト化できます。この
技術を使い、亀山市の生
物の状況を調査します。

目的：環境DNA分析技術を活用し、市域の生物多様性の状況を把握するとともに、企業
等が取り組む生物多様性保全活動の評価手法を確立する等、科学的根拠に基づい
たネイチャーポジティブなまちづくり推進に係る実証の実施。

期間：令和８年１１月～令和９年３月（県事業期間に準拠、次年度以降は別途協議）

内容：１．市域の生物多様性にかかる基礎情報の収集
２．生物多様性を保全する区域の評価スキームの検証、確立
３．調査結果および協働の取組に関する対外的な情報発信と広報展開

●事業内容

２．見える化する
企業等が行っている保全
活動（自然地の維持管理
や再生等）の成果を「客
観的」に評価できる手段
として、適切な評価が受
けられる取組スキームを
確立します。

３．発信する
調査結果や、確立した取
組スキームについて、適
切に情報発信し、自然を
守る取組の拡大と理解促
進につなげます。

●事業スキーム

①検査キットの提供
②調査場所
で採水

③採水した水を送付

株式会社フィッシュパス
市内の河川
や水路等

⑤分析結果の提供

④水の中の
DNAを分析

⑥結果の活用

１．市域の動植物についての基礎資料整備⇒ 計画的な保全の実施

２．企業等の保全活動の成果を見える化 ⇒ 適切な評価が受けられる

スキーム確立

３．調査結果だけでなく、 ⇒ 自然を守る取組の拡大と

手法について広く情報を発信 理解促進

事業全体を
コーディネート、
伴走支援




